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■ Quick けあ Build５9 ピックアップ 

 

No システム 内容 ﾍﾟｰｼﾞ 

１ 共通 

新元号に対応致しました。全てのクライアント端末で設定が必要となりますので必ずご確認ください。 

※なお、2019 年および 2020 年の祝⽇マスタを更新しております。既にお客様側で 2019 年以降の祝⽇を登録されていた場

合、削除されております。ご了承の程宜しくお願い致します。 

3 

2 居宅介護⽀援 
H31.4.1 から適⽤できる特定事業所加算Ⅳを算定する場合、特定事業所加算Ⅰ〜Ⅲと特定事業所加算Ⅳを同時算定できない不

具合を修正致しました。 
7 

3 共通 

利⽤者ビューに下記機能を追加致しました。 

・利⽤者の⼀覧をトップメニューに埋め込む機能を追加致しました。 

・常に全面表示できるように対応致しました。 

・経過記録に「新しく記録する」機能を追加致しました。 

9 

4 共通 R4 システム・地域包括⽀援システム・栄養マネジメントに専⽤のメニュー構成（サブメニュー）を追加しました。 14 

5 利⽤者請求 

通常のお⽀払方法の新規時の初期値を環境設定で選択できるように対応致しました。 

※バージョンアップ後は「現⾦」が設定されます。 

※環境設定の共通②タブにある「利⽤者の通常の⽀払方法の初期値」で設定します。 

18 

6 共通 
各⼊⼒画面の右上に「前へ」「次へ」機能を追加致しました。それぞれ押下することで前回開いた画面へ移動できます。また、

右クリックすると開いた画面の⼀覧が表示され、それらを押下することでも移動できます。 
20 

今回ご提供させていただきます『Build59』について、Build58 から変更/追加された内容のうち、ポイントとなる項目をピックアップし、 

各システムに分けてご紹介いたします。なお、仕様変更など重要な項目も含まれておりますので、必ずご確認していただきますようお願い致します。 
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No システム 内容 ﾍﾟｰｼﾞ 

7 共通 利⽤者ビュー及び⽂書管理でドラッグ＆ドロップ操作/ごみ箱機能を追加しました。 21 

8 共通 
ドラッグ＆ドロップでファイル操作ができるように対応致しました。外部からの追加、フォルダ間の移動が可能です。 

<対象メニュー>⽂書管理／掲示板／メール／利⽤者ビューの「ファイル」 
23 

9 居宅介護⽀援 居宅サービス計画書１／２、週間サービス計画表において、同意⽂を４⾏まで登録できるように対応致しました。 24 

10 

居宅介護⽀援、  

地域包括⽀援、 

通所リハビリ 

予防通所リハで⽣活⾏為向上リハ加算を算定する場合、事業所評価加算が算定されないよう対応致しました。 25 

11 
通所介護、 

通所リハビリ 
通所・居宅向けの栄養ケアの平成 30 年 4 月版に対応致しました。 27 

12 ケア記録 
申送りの画面の⽇付の抽出を、期間から基準⽇に応じた過去○⽇間の抽出方法に変更致しました。また、⽇付の表示順を昇順か

ら降順に変更致しました。 
36 

13 介護報酬請求 

負担限度額のある利⽤者がサービス実績で他科受診の設定をしている場合、居室の算定項目を設定していても介護報酬請求で

取込むと他科受診の分の居住費が取り込まれない不具合を修正致しました。 

※別途設定が必要になります。 

37 
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①パソコンがインターネットに接続されていない。 
②WindowsUpdate を⻑期間⾏っていない。（WindowsUpdate に失敗する可能性がございます） 

 
Quick けあ２」のパソコンに新元号の登録を⾏います。（Windows のレジストリに登録します） 

 本作業を⾏うことで、WindowsUpdate（最新）が不要になります。特に下記の場合は、本作業を推奨いたします。 

 

 

【トップメニュー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ⅱ.“新しい元号を追加する”をクリックします。 

お使いのパソコンによっては、 

ユーザーアカウント制御の確認メッセ

ージが表示されます。その場合は、 

「はい」をクリックしてください。 

ⅰ.下記のメッセージをクリックします。 

※WindowsUpdate で新元号の対応が完了している場合は、表⽰されません。 

 

１．新元号に対応致しました。 
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【新元号に対応】日付選択画面・カレンダー画面に表⽰される元号について 

各画面の⽇付選択およびカレンダー画面に新しい元号が表示されます。また、元号対応に伴い⼀部の画面の⽇付選択メニューを変更しております。 
 

例）《メニュー》︓利⽤者情報-異動情報 

 

 

 

 
                                             例）《メニュー》︓請求-介護報酬請求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新元号が表示されます。 

※○△は新しい元号です。 
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【新元号対応】計画書の同意欄に表⽰する元号について 

新元号が切り替わるタイミングの前後で、柔軟に元号表示を変更できるように対応しております。 

《メニュー》︓マスタ->環境設定 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【設定内容詳細】 

No 選択項目 印字内容 同意欄の表示イメージ 

1 現在⽇付が属する元号を印字する 新元号が印字されます ○△  年  月  ⽇  ※5 月以降に表示した場合 

2 元号を印字しない 同意欄の元号が印字されません      年  月  ⽇ 

3 “○△” “平成” “昭和” “大正” “明治”を固定で印字する 選択された元号が印字されます 平成  年  月  ⽇  ※“平成”を選択した場合 

ⅰ. 「環境設定」を押下します。 
ⅱ. 「共通②」を選択します。 

ⅲ. 同意欄の元号印字内容を選択します。 

初期値は「現在日付が属する元号を印字する」になっています。 
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【補⾜】システム（ログイン）ユーザー別に同意欄の元号表⽰を変更する場合 

 システムユーザー（ログイン）ユーザー別に同意欄の元号表示を変更される場合は、システムユーザー画面より変更することができます。 
《メニュー》︓マスタ->システムユーザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境設定に依存】の場合 

「環境設定」で選択した元号が継承されます。 

他元号印字については、前ページの【設定内容詳細】をご確認ください。 
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《メニュー》︓マスタ->自事業所->サービス事業の設定->体制設備 

 

 【バージョンアップ前】             【バージョンアップ後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※すでに特定事業所加算Ⅳを設定済みの場合は 

新しい特定事業所加算Ⅳの「あり」へ移⾏されます。 

2. 居宅介護⽀援（⾃事業所）H31.4.1 から適⽤できる特定事業所加算Ⅳを、特定事業所加算Ⅰ〜Ⅲと同時算定できるように対応致しました。 
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【補⾜ 平成 31 年 4 ⽉から体制設備が変更となる場合】 

下記の⼿順に沿って、体制設備の異動履歴の追加を⾏い加算の変更を⾏って下さい。 

《メニュー》︓マスタ->自事業所->サービス事業の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ. 追加を押下します。 

ⅱ．「異動⽇」に⽇付を⼊れて設定を押下します。 
ⅲ. 異動⽇が追加されます。 

 体制設備を変更してください。 
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《利⽤者ビュー画面》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①  

No. 機能内容 

①  利⽤者の⼀覧をトップメニューに埋め込む機能を追加致しました。 

②  常に前面表示できるように対応致しました。 

③  経過記録に「新しく記録する」機能を追加致しました。 

④  画面左側の（業務）メニューを折りたたむことができるようになりました。 

 ② 

 ① 

④ 

 ③ 

3. 利⽤者ビューに各種機能を追加致し、さらに使いやすくなりました。 
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【①利⽤者の⼀覧をトップメニューに埋め込む機能を追加致しました。】 
 

《メニュー》︓共通->F1 キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ⅰ.「F1」キーで利⽤者ビュー

を起動します。 

ⅱ. 「利⽤者リストをトップメニューに

埋め込む」を選択します。 

リストが埋め込まれます。 

リスト表示を消す場合は、右上の「×」

ボタンを押下します。 

ⅲ. 利⽤者名のダブルクリックで

表示の切り替えができます。 
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【②常に前面表⽰できるように対応致しました。】 

 
《メニュー》︓共通->F1 キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「F1」キーで利⽤者ビューを

起動します。 
ⅱ. 押下すると利⽤者ビューが常に⼿前に表

示されるようになり、画面の後ろに隠れるこ

とがなくなります。 

前面表示を解除する場合は再度押下します。 
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【③経過記録に「新しく記録する」機能を追加致しました。】 

 

《メニュー》︓共通->F1 キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「F1」キーで利⽤者ビューを

起動します。 

ⅳ.「新しく記録する」を押下すると

経過記録の⼊⼒画面が起動します。 

ⅱ.「経過記録」を押下します。 

ⅲ.「運⽤事業」を選択します。 

ここでは例として「通所介護」の 

サービスを選択します。 

通所介護経過記録 

（登録画面） 

通所介護で登録されている経過記録

の内容が表示されます。 
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【④画面左側の（業務）メニューを折りたたむことができるようになりました。】 

 

《メニュー》︓共通->F1 キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ⅰ.「－」ボタンを押下します。 

（業務）メニューが折りたたまれて、

隠れます。 

ⅱ.「メニュー」を押下すると、メニュ

ーが元に戻ります。 

（業務）メニューが再度表示されます。 
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専⽤のメニューを使⽤する場合は、別途設定が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上部にケアマネジメントの各メニューが表示されます。 

メニューをクリックすることで業務メニューを切り替えずに画面間の 

移動を⾏うことが可能です。 

※デイケアの場合、平成 27 年 4 月以降の書式になります。 

「メニュー」をクリックすると、従来通りのメニューが表示されます。 

各種帳票を⼀括印刷ができるよう 

専⽤メニューを追加しております。 

4. R4 システム・地域包括⽀援システム・栄養ケアマネジメントに専⽤のメニュー構成（サブメニュー）を追加しました。 

地域包括⽀援システム 

R4 システム 
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栄養ケアマネジネント 

《補足》 
施設向けの栄養ケアマネジメントの詳細は、 
前回の Build58 のピックアップ資料をご確認ください。 

画面上部にケアマネジメントの各メニューが表示されます。 

メニューをクリックすることで業務メニューを切り替えずに画面間の 

移動を⾏うことが可能です。 

 

「メニュー」をクリックすると、従来通りのメニューが表示されます。 
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【サブメニューの作成方法】 
《メニュー》︓マスタ->ユーザ情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ⅰ.「ユーザ情報」を押下します。 

システムユーザーの設定画面が開きます。 

ⅱ.「担当範囲」を押下します。 

ⅲ.該当の事業所を選択します。 

ⅳ.「削除」を押下します。 

次頁に続く

《補足》 
職員別にメニュー構成の設定を変更されている場合、
本設定を⾏うとメニュー構成がリセットされます。 
個別に設定も可能ですので、ご希望の場合はヘルプデ
スクまでお問い合わせください。 
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ⅴ.「新規」を押下します。 ⅵ.「新規」を押下します。 
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《メニュー》︓利⽤者情報->利⽤者登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「口座情報」を選択します。 

バージョンアップ後は、利⽤者情報を 

新規登録した場合の“通常のお⽀払方法”の初期値が 

「現⾦」に変更されています。 

初期値を変更する場合は、

マスタでの設定が必要に

なります。 

5. 通常のお⽀払方法の新規時の初期値を環境設定で選択できるように対応致しました。 
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【設定方法】 
《メニュー》︓マスタ->環境設定 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ⅰ. 「環境設定」を押下します。 

ⅱ. 「共通②」を選択します。 

ⅲ. 利⽤者の通常の⽀払方法の初期値を選択します。 
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それぞれ押下することで前回開いた画面へ移動できます。また、右クリックすると開いた画面の⼀覧が表示され、それらを押下することでも移動できます。 

《メニュー》︓共通  

【例︓異動情報->要介護認定情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ⅰ.「前へ」「次へ」を押下することで、 

前回開いた画面へ移動できます。 

右クリック 

ⅱ.「前へ」「次へ」を右クリックすると、開いた画面 

の⼀覧が表示されます。 

それらを押下することでも移動できます。 

6. 各⼊⼒画面の右上に「前へ」「次へ」機能を追加しました。 
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《メニュー》︓共通->F1 キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 利⽤者ビュー及び⽂書管理でドラッグ＆ドロップ操作/ごみ箱機能を追加しました。  

ⅰ.「F1」キーで利⽤者ビューを

起動します。 

「追加」ボタンより、ファイル画面に“フォル

ダ”を作成できるようになりました。 

例︓「基本情報」を作成 

削除されたファイルは「ごみ箱」に移動し

ます。誤って削除されたデータも、ごみ箱

から復旧可能です。 

ⅱ.「ファイル」を押下します。 

■デスクトップやコンピューター内に保存され
ているファイルをドラッグ＆ドロップで追加で
きます。 

ⅲ.「ＯＫ」を押下します。 
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《メニュー》︓共通->⽂書管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■デスクトップやコンピューター 
内に保存されているファイルを 
ドラッグ＆ドロップで追加でき 
ます。 
    
    
    
   

  
    
    

■フォルダ間のファイルを 
ドラッグ＆ドロップで移動することができます。 
例）通所介護フォルダ⇒居宅介護⽀援フォルダ 

■ごみ箱機能について 

不要なファイルは、ドラッグ&ドロップでごみ箱に移動できるように対応しております。 

削除されたファイルは「ごみ箱」に移動し

ます。誤って削除されたデータも、ごみ箱

から復旧可能です。 
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⽂書管理/掲示板/メール/利⽤者ビューの⽂書管理で外部からの追加、フォルダ間の移動が可能です。 

例）《メニュー》︓共通 -＞掲示板                         《メニュー》︓共通 -＞メール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ⅰ.ファイルを添付するにチェックします。 

■デスクトップやコンピューター内に保存されている
ファイルをドラッグ＆ドロップで追加できます。 ⅰ.ファイルを添付するにチェックします。

8.  グループウェア画面等でドラッグ＆ドロップでファイル操作ができるように対応致しました。 
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《メニュー》︓ケアマネジメントメニュー->環境設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.環境設定を押下します。 

居宅サービス計画書（1） 

4 ⾏まで登録できるように

なりました。 

9. 居宅サービス計画書 1、居宅サービス計画書 2、週間サービス計画表において、同意⽂を 4 ⾏まで登録できるように対応致しました。 
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該当月の介護内容区分をすべて「介護予防通所リハ（事業所評価加算なし）」に設定してください。 

【設定方法①】異動情報より設定を⾏う場合 
《メニュー》︓異動情報->週間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ. 新規より週間スケジュールから履歴を追加します。 

ⅱ. 介護内容区分︓介護予防通所リハ（事業所評価加算なし）

を選択します。 

10. 予防通所リハ⽣活⾏為向上リハ加算を算定した場合、事業所評価加算が算定されないように修正致しました。 
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【設定方法②】月間スケジュールより設定を⾏う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「カレンダー②」より「編集」を押下します。 

予定・実績設定画面 

ⅱ. 介護内容区分︓介護予防通所リハ（事業所

評価加算なし）を選択します。 
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≪メニュー≫ ケアマネジメント->栄養ケアマネジメントメニュー 

 

 

 

 

  
書式選択は、「H30.4 以降」にチェックします。 

11. 通所・居宅向けの栄養ケアの平成 30 年 4 ⽉版に対応致しました。 
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【基本情報画面】 
 

 

 

 

  

   

    

     

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「選択」を押下します。 

※H21.月以前の書式で作成されていた場合は、「はい」を押下してください。 
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H30.04 版では、 “スクリーニング”、“アセスメント”、“モニタリング”の 

プロセス別に管理を⾏なうことができます。 

“利⽤者情報から取込む”を押下すると、利⽤者台帳の「疾病状況」に 

登録している傷病名が取り込まれます。※「治癒なし」の病名が対象です。 

病名マスタから取り込むことが可能です。 

画面でチェックした履歴の内容が、⼀つの書式にまとめて表示されます。 
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【低栄養状態のリスクレベル等／食⽣活状況等／多職種による栄養ケアの課題／評価・判定 画面】  
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リスクレベルが自動判定の為、レベルを固定したい 

場合にチェックします。 

総合評価の内容は、栄養ケア状況にも反映されます。 

⾷事栄養量や理想体重は、自動計算します。 
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【低栄養状態のリスクレベル等（体重増減の⾃動計算）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「選択」を押下します。 

ⅱ. 比較をする前回体重のデータを

選択します。 

ⅲ. 前回と今回の体重増減を自動で計算し、結果が反映されます。 

※月の間隔は、実施⽇で判断します。（1、3、6 か月の場合のみ） 
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【栄養ケア状況】  

 

プロセス毎に管理されます。 

■最新 

⇒最新の履歴が表示されます。 

■指定⽇以前 

⇒画面左上で選択した⽇付以前の履歴が表示されます。 

画面をクリックすると当該⽇付の記録画面が表示されます。 

※抽出対象で指定⽇以前を選択すると過去のデータになります。 

※H21.4 以前（旧様式）で作成されたものは、旧画面で表示されます。 

多職種による栄養ケアの課題／評価・判定の「総合評価」の 

内容が反映されます。 
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【栄養ケア状況（栄養アセスメント等⼀覧）】 

 

ⅰ.「栄養アセスメント等⼀覧」を押下

します。 

ⅱ. 表示したいプロセスを選択します。 

選択したプロセスの情報⼀覧が表示されます。 
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【栄養ケア提供記録】 

定型⽂が作成できます。定型⽂は、サービス提供項目と連動させて登録および表示が可能です。 
≪メニュー≫ 例）定期業務->栄養ケアマネジメント->栄養ケア提供記録 

【定型⽂の登録方法】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ⅰ.「サービス提供項目」を選択します。 

例では「栄養補給」を選択しています。 

ⅱ.⽂章を⼊⼒して、鉛筆のアイコンを押下のうえ、『「サービス

提供項目」と連動する』にチェックを⼊れ、『＜提携⽂として登

録＞』を選択します。 

前の画面から「定型⽂」「キ

ーワード」が反映されます。 

ⅲ.「保存」を押下します。 
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【定型⽂の呼び出し】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サービス提供項目で「栄養補給」を選択する

と、「キーワード︓栄養補給」で 

登録された定型⽂が表示されます。 

『「サービス提供項目」と連動する』のチェックを

外すと、キーワードとの連動表示が解除されます。 

下記画面も、同様の登録が可能です︕ 

■各サービス種類︓⽀援経過記録の「業務分類」 

■ケア記録︓その他特記の「業務分類」 

■相談員特記︓「業務分類」 

ⅰ.鉛筆のアイコンを押下します。 

登録した定型⽂の選択肢が表示されます。 
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《メニュー》︓定期業務->申送り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽇付の抽出を、基準⽇に応じて
「過去○⽇間」で抽出する方法に
変更しました。 

表示順を変更しました。 

新しい⽇付が上に表示されます。 

12. 画面の日付の抽出を期間から基準日に応じた過去○日間の抽出方法に変更致しました。また、日付の表⽰順を昇順から降順に変更致しました。 
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《メニュー》︓請求->サービス実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ. 他科受診を設定したい⽇を選択

します。 

ⅱ. 介護内容区分で他科受診を選択します。 

ⅲ.  居室情報と居住費をチェックします。 
 [他科受診]に居室情報、居住費に実績が⼊ります。 

居住費設定を⾏うには次ページの設定が必要になります。 

13. 負担限度額のある利⽤者がサービス実績で他科受診の設定をしている場合、居室情報を設定することで居住費が取り込まれるよう対応致しました。 
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【設定方法】 
《メニュー》︓マスタ->利⽤料⾦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ. 該当の事業所、サービス種類を選択します。 

ⅱ. 居住費を選択し「編集」を押下します。 

ⅳ. 他科受診にチェックを⼊れて「設定」を押下します。 ⅲ. 「運⽤設定（算定項目）」で「編集」を押下

します。 


